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  新しい一年が始まりました。1月 20日は大寒でしたが、 

その名の通り今週は 10年に一度の大寒波到来です。 

寒さに負けず、毎日を過ごしたいものです。 

 さて、先月はここで言葉について触れましたが、1月 

22日（日）朝日新聞一面天声人語で、中高生による「私 

の折々のことばコンテスト」応募作から素敵な作品が紹 

介されていました。 

 

  10 代の頃を味覚にたとえるなら、どんなあじになるのだろう。甘酸っぱさか、

ほろ苦さか、汗と涙の塩からさか。見えない壁につき当たり、自分とは何かと悩

む日々。だからこそ、舞い込んできた一片の言葉に支えられることがある 

 

 この書き出しから始まり、3名が出会った折々の言葉は身近な友人の何気な

い叫びであり、兄弟がかけてくれた言葉であり、そして本の言葉でした。 

 「青春」という時間の中に身をおけるのはほんの一瞬、そのあっという間の 

時間のなかでほんのひとしずくでも、あなたの心を包み込む言葉と出会えるこ 

とを願います。 

そして、コラムの最後もこう結んでいます。 

 

  サイダーのように爽やかな一言でもいい。濃いコーヒーのように苦い一言でも 

 いい。胸にしみわたる言葉に、若者たちが出会えますように。 

 

 今年もみなさんとともに成長する有機体
．．．．．．．

としての学校図書館でありたいと思 

います。どうぞよろしくお願いします。 

            （引用：朝日新聞１月 22日（日）天声人語） 

 

 

 

 

 

 

 

  3学期が始まり、2週間経ちました。まだ返却していない生徒は今月中に返 

 却をお願いします。読み終わっていなくても、いったん返却し再度借りてく 

 ださい。 

 

 

 

    

 

 

  現在借りている本の返却日は上記になります。期日厳守でお願いします。 

 なお、大学受験２次対策等で２月以降も図書資料が必要な場合は、個別に対 

 応しますので、図書館カウンターまで相談に来てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 冬休みの本は返却しましたか？ 

図書館からの確認とお願いです 

② 3 年生の返却最終日について 

1 月 31 日（火） 

 今年もやります！昨年は「猫」でしたが、今回は対象枠を広げま

す。できれば、今年の干支である「うさぎ」の応募も期待したい！ 

 みなさんの家で飼っているペットたちの写真を 

右の QRコードから応募してください。 

２月に図書館で「Library ペット展」を 

実施しますのでたくさんの応募をお待 

ちしています。 

我が家のペット大集合！ 

図書館の 

イベント 



 

       

 第１６８回芥川賞、直木賞受賞作が決定しました。今回は、どちらも２作品

が受賞しています。 

 この後、全国の書店員が選ぶ本屋大賞のノミネート１０作品も決定しまし

た。寒い日が続きます、暖かな部屋で作品世界を楽しみましょう。 
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棚からひとつかみ『芥川賞・直木賞』 

小説家 平野啓一郎さん講演会 

     2023 年 3 月 12(日)12:30～16:00 

     会場：ニューウェルシティ宮崎 

     定員：１００名  無料 

     申し込みは右下の QR コードで。 

    「第５３回九州芸術祭文学賞」の表彰式と 

    記念講演を実施します。 

    『日蝕』で芥川賞受賞、 

    『マチネの終わりに』『葬送』 

に   『ある男』は西都市が舞台と 

    なり、昨秋映画にもなりました。 

ストレスと上手に付き合う心理学 

困難を乗り越えるために 

～宮崎公立大学自主講座～ 

 2023 年 2 月 21 日（火）18:30～20:30 

 会場：宮崎公立大学交流センター 多目的ホール 

 定員：70 名程度  無料 

 対象：一般市民・高校生 

 先週の高校ほけんだより１月に「ストレスと上手

につきあう方法」の記事が掲載されていましたね。

とてもタイムリーな講座の紹介です。生きていると

様々なストレスを私たちは生み出しがちです。 

対処法はもちろん、心理学の観点からの解説も。 

興味のある人はぜひ。 

扉を開こう。新たな世界が君を待っている。 

【芥川賞受賞作品】 

『荒地の家族』佐藤厚志著（新潮社） 

 舞台は、東北大震災で大きな被害を受けた仙台

市が舞台。著者は仙台市の大手書店に勤める書店

員。 

『この世の喜びよ』井戸川射子著（講談社） 

 表題作を含めた小品集。著者は、現役の高校国

語教師。「言葉を上手に使えるようになることが

唯一の目標」と著者。 

【直木賞受賞作】 

『地図と拳』小川哲著（集英社） 

 日本 SF界の新星と評される著者が放つ、歴史

×空想小説。 

『しろがねの葉』千早茜著（新潮社） 

 女性のたくましさが戦国末期の石見銀山を舞台

に描かれた著者初の時代小説。 

1月 20日（金）以降の各新聞に

４名の著者の記事が掲載されて

います。「芥川・直木賞受賞表彰

式」が社会面に、個人について

は「ひと」「顔」欄に掲載。 

２月、３月にこんなイベントがあります。足を運んで見ませんか。 


